
高等教育研究と実践をつなぐ
～私たちが次の4半世紀にできること
Connecting Higher Education Research and Practice 
- What we can do in the next quarter century

教育基盤連携本部 高等教育システム開発部門シンポジウム
高等教育研究センター 創設25周年記念国際シンポジウム

Iveta Silova（イヴェタ・シロバ）
アリゾナ州立大学 教授／MLFティーチャーズカレッジ副学部長

「人新世における高等教育の未来：科学、芸術、想像の力を結集して」

Bruce Macfarlane（ブルース・マクファーレン）
香港教育大学 教授／教育・人間発達学部長

「高等教育における「伝統」の過去・現在・未来：神話を現実から切り離す」

黒田 一雄（くろだ・かずお）
早稲田大学 教授

「高等教育の国際化と多層的グローバル・ガバナンスの展開ー歴史と展望」

夏目 達也（なつめ・たつや）
名古屋大学 名誉教授／桜美林大学 教授

「日本の大学における高等教育研究センターの可能性」

申込方法 下記リンクまたはQRコードよりお申込みください。
https://forms.office.com/r/kVncc4MjF9
なお、定員（180名）に達し次第、締め切りとさせていただきます。

お問合せ 名古屋大学 教育基盤連携本部 高等教育システム開発部門
メール：nuqa@t.mail.nagoya-u.ac.jp

会場
名古屋大学東山キャンパス 
野依記念学術交流館 2階 カンファレンスホール

2023年9月1日［金］ 13:30‒17:30

プログラム　名古屋大学に高等教育研究センターが設立されて2023年で25年、教育基盤連携本部
が設立されて7年になります。この間、世界の高等教育を取り巻く状況は大きく変化し
ました。高等教育の大衆化、商業化、国際化、そして経済の新自由主義的な影響などに
加え、昨今のパンデミックやロシアのウクライナ侵攻などによって顕著な社会・政治・
経済的な分断が露呈しています。日本でも、少子化や低経済成長などにより大学を取り
巻く課題が山積しています。このような社会的変化を見据えて大学が育成すべき人材
像を明確にし、その手法を確立することは喫緊の課題となっています。我々のセンター
および本部は、この間、国内外の研究者招聘等を通じて高等教育の探究や先駆的な教育
実践を進め、国内外に知己を増やしてきました。過去にセンターに在籍した教員も含め
た、この価値ある縦横のつながりを軸に、激変する社会の中での今後の高等教育および
その研究の在り方を探究する機宜とすることが本シンポジウムの目的です。

13:00　受付

13:30　趣旨説明
　加藤 真紀（高等教育システム開発部門 教授）

13:35　開会挨拶
　藤巻 朗（名古屋大学 副総長）

13:45　講演1　

14:25　講演2　

（休憩 15:05-15:15）

15:15　講演3　

15:55　講演4　

（休憩 16:35-16:45）

16:45　パネルディスカッション
　モデレーター：加藤 真紀

17:25　閉会挨拶
　北 栄輔（高等教育システム開発部門長）

※プログラムの内容等は、諸般の事情により
　変更となることがありますので、ご了承ください。

事前申込（締切 8.28） 入場無料 対象：高等教育関係者 定員：180名

主催：名古屋大学 教育基盤連携本部 高等教育システム開発部門
　　   名古屋大学 高等教育研究センター［質保証を担う中核教職員能力開発拠点］
共催：東海国立大学機構 アカデミック・セントラル
協力：名古屋大学研究大学強化促進事業、名古屋大学同窓会 

日英同時通訳付

講演1

講演2

講演3

講演4


